





















































レベル 性別（人数） 年齢（years） 身長（cm） 試技内容 試技数
上級者 男性（１人） 55±0.0 178±0.0 ハイクリア １回
ドロップ ２回
中級者 男性（３人） 38±11.9 169±3.6 ハイクリア ５回
ドロップ ４回










経験者 16 33.0±15.9 10.3±9.4 173.4±8.1
無経験者 12 22.0±2.1 0.8±1.2 168.0±8.2









































































スピードカメラは株式会社朋栄社製の Variable Frame 
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